5.おらがた　あきてん
○おらがたかしだし
貸出　田中
今年も終わりに近づきました。皆様にとって、どんな一年だったでしょうか。来年もよろしくお願いいたします。「2018年上半期でもっとも売れた本」が「ほんのひきだし編集部」から発表されていましたので、TOP10をご紹介します。
第1位　漫画君たちはどう生きるか　著者　吉野源三郎　羽賀翔一
80年前に出版され“往年の名著”として読みつがれてきた吉野源三郎さんの小説を羽賀翔一さんが漫画化したものです。(点字版のみ）
第2位　モデルが秘密にしたがる体幹リセットダイエット　著者　佐久間健一
著者は、ミス・インターナショナルやミス・ワールド日本代表への指導実績もある、パーソナルトレーナー。「エクササイズ1種目につき1分で済む」「2か月続けたらやめてもよい」という手軽さが受け、女性を中心にヒットしました。(デイジー版、点字版）
第3位　ざんねんないきもの事典　著者　下間文恵、徳永明子、かわむらふゆみ、今泉忠明
「紫外線を浴びると光る」「敵に襲われると死んだふりをする」など、「なぜそうなった！？」とつっこみたくなる進化をとげた生き物たちを、かわいらしいイラストとともに122種紹介した児童書。 (デイジー版、点字版)
第4位　君たちはどう生きるか(新装版)　著者　吉野源三郎 (デイジー版、点字版)
第5位　おらおらでひとりでいぐも　著者　若竹知佐子 (デイジー版、点字版)
第6位　医者が教える食事術　最強の教科書　著者　牧田善二 (デイジー版、点字版）
第7位　続　ざんねんな生きもの事典　著者　下間文恵、徳永明子、かわむらふゆみ、今泉忠明　
(デイジー版、点字版）
第8位　信仰の法　著者　大川隆法 (デイジー版、点字版）
第9位　九十歳。なにがめでたい　著者　佐藤愛子 (デイジー版、点字版）
第10位　日本史の内幕　著者　磯田道史 (デイジー版、点字版）
以上TOP10を紹介しました。
第4位からは内容の紹介を省きました。お気軽にお問い合わせください。
娘が4歳の頃、高校生だったお向かいのお兄ちゃんが、祭りの夜店でショッキングピンク色のひよこを買ってきてくれました。娘は、ちっちゃくてピンクなひよこに、「イチゴちゃん」と命名し、それはそれはかわいがりました。イチゴちゃんは、玄関の段ボール箱に収まっているのですが、娘が帰ってくると、家のなかでも外でも娘の後をピヨピヨとついて歩きます。テーブルの上でもピヨピヨ、ソファーでもピヨピヨ、トイレでもピヨピヨ、おふろでもピヨピヨ。色も黄色になりました。そのうち、少し大きくなって、娘は「もうイチゴちゃんじゃないねぇ。そうだメロンちゃんにしよう。」とひよこの大きさに合わせて、名前を替えてしまいました。どんどん大きくなったメロンちゃんは、今度はスイカちゃんという名前に替えられました。大きくなってにわとりに成長したスイカちゃんですが、そのうち頭になにやら赤い物体が出てきて、おまけに大きな声で「コケコッコー」と鳴きだしました。ピヨピヨとかわいい鳴き声だったはずのスイカちゃんはコケッコケッとなにやら可愛くありません。さらに毎朝のように、高らかにコケコッコーと雄叫びをあげる。困った母は、おじいちゃんの家で預かってもらうよう、娘を説得しました。しぶしぶ承諾した娘でしたが、スイカちゃんに会えるのを楽しみにしていました。ある日、おじいちゃんの家に行くと、スイカちゃんがいません。おじいちゃん曰く、「スイカちゃんは、お年寄りになったので、お山に帰りました。」なんて苦しい言い訳だろうと思いましたが、娘はあっさり納得。「スイカちゃん、お山に帰れてよかったね。」なんて健気に言います。「娘よ、スイカちゃんはお山ではなくて、おじいちゃんのお腹に収まったんだよ。」とネタばれしたいのをぐっと堪えた母でした。娘は、スイカちゃんのお山事件をなんと中学生になるまで信じていたそうです。娘よ、お前は健気なのか、ただの大ボケなのかわからん奴だと、母は大いに嘆きました。その娘も今やたくましい三児の母。でも、大ボケで天然なところは変わりません。
